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共同募金受配事業
●機関誌Be-Voは共同募金受配事業で作成しています。

平
成
27
年
８
月
30
日
に
山
科
区
で
開
催
さ
れ
た
京

都
市
総
合
防
災
訓
練
の
一
環
と
し
て
、
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
て
円
滑
に

運
営
で
き
る
よ
う
、
山
科
青
少
年
活
動
セ
ン
タ
ー
で

山
科
区
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
区
災

害
ボ
ラ
セ
ン
）
設
置
運
営
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
障
が
い
者
と
地
域
の
つ
な
が
り
を
作
り
、

強
め
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
、
学
区
社
協
、
民
生

委
員
、
関
係
機
関
等
と
連
携
し
て
在
宅
で
障
が
い
の

あ
る
方
の
ニ
ー
ズ
を
訪
問
し
て
把
握
す
る
訓
練
も
行

い
ま
し
た
。

連
携
し
て
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
結
び
、
強
め
よ
う

山科区災害ボランティアセンター
設置運営訓練

設置運営訓練
大規模な災害が発生した場合、被災地には全国から多くのボラン

ティアが駆け付けます。区災害ボラセンの役割は、被災されてお困り
の方とボランティアをつなぎ、被災者支援を行うことです。

区災害ボラセンは、大規模災害の発生後３日以内を一つの目安とし
て、山科区役所の要請に基づき、山科区社会福祉協議会が設置するこ
ととなっており、社協職員の他、災害ボラセンサポーターなど多くの
方の協力を得て運営します。

ニーズ把握訓練
在宅で被災されている障がいのある方からの困りごと相談を受けた

東部障害者地域生活支援センター「らくとう」から、区災害ボラセン
に詳細なニーズ把握の依頼があったという想定のもと、区災害ボラセ
ンは、地域の実情に詳しい学区社協と民生委員に相談します。学区社
協と民生委員は連携して、障がいのある方の自宅を訪問し、ニーズの
詳細を聞き取り、区災害ボラセンに報告する訓練です。
「災害による生活環境の変化で、普段は対応できる日常生活のあれ

これに支障が生じるかもしれない」等、学区社協と民生委員が地域と
して、支え助けあえることは何かを考えながら訪問に向かいました。

全国からのボランティアを受け付ける訓練。
橘大学防災サークルも協力▼

▲山階学区に協力いただいての
　訪問訓練

E-mail：fukusi08@mediawars.ne.jp
http://www.mediawars.ne.jp/~fukusi08/



2

　

地
域
福
祉
の
一
層
の
充
実
と
発
展
に
向
け
て
活
動
し
て
い
く
た
め
に
は
、
学
区
社
協

と
民
生
児
童
委
員
と
の
連
携
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
地
域
福
祉

活
動
の
実
践
を
学
び
あ
う
機
会
と
し
て
、
平
成
27
年
８
月
６
日
に
山
科
区
民
生
児
童
委

員
会
と
共
催
で
地
域
福
祉
活
動
実
践
交
流
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

各
学
区
で
、
学
区
社
協
と
民
協
が
連
携
し
て
い
る
取
組
を
紹
介

鏡
山
学
区
（
学
区
社
協 

粟
津
圭
市
会
長
）

各
種
団
体
か
ら
学
区
社
協
の
理
事
に
就
任
し
て
も
ら
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
へ
の
理
解
を

促
進
し
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
は
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
学
区
社
協
が
運
営
し
て
い
る
学
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

に
つ
な
げ
る
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
地
域
ケ
ア
会
議
で
も
情
報
共
有
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

地
域
福
祉
活
動
を
い
か
に
効
果
的
に
、
ま
た
効
率
よ
く
進
め
て
い
け
る
か
は
、
お
互
い
の
活

動
を
理
解
す
る
こ
と
が
第
一
歩
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

安
朱
学
区
（
学
区
社
協 

中
澤
博
子
会
長
）

学
区
の
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
で
活
躍
さ
れ
て
い
た
高
齢
の
方
が
、
数
年
前
か
ら
物
忘
れ
が

目
立
ち
、
簡
単
な
作
業
で
も
混
乱
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

学
区
社
協
の
役
員
か
ら
民
生
委
員
に
連
絡
し
、
そ
こ
か
ら
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
親

族
、
民
生
委
員
、
学
区
社
協
と
で
在
宅
で
の
生
活
の
支
援
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

学
区
社
協
と
民
生
委
員
が
連
携
し
て
い
く
こ
と
で
、
担
い
手
の
数
も
増
え
、
で
き
る
こ
と
が

広
が
っ
て
い
く
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

地
域
福
祉
活
動
実
践
交
流
会

～
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
た
め
の
学
区
社
協
と
民
協
の
連
携
・
協
働
に
つ
い
て
～

　

意 

見 

交 

流

◦
事
業
の
協
働
や
あ
る
程
度
の
情
報
共

有
は
で
き
て
い
る
が
、
よ
り
一
層
の

連
携
が
で
き
れ
ば
、
細
部
に
ま
で
行

き
届
い
た
支
援
活
動
が
で
き
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

◦
高
齢
者
の
増
加
に
伴
い
、
学
区
社
協

と
民
生
委
員
は
今
後
ま
す
ま
す
の
連

携
が
必
要
と
な
る
で
し
ょ
う
。
特
に

災
害
時
に
普
段
の
密
な
連
携
が
力
を

発
揮
す
る
と
思
い
ま
す
。

◦
学
区
社
協
、
民
生
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ

の
得
意
な
活
動
を
尊
重
し
合
い
な
が

ら
、
活
動
を
進
め
て
い
る
こ
と
が
良

い
結
果
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

西野学区　意見交流音羽・音羽川学区　意見交流
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山
科
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

ボランティア講座のお知らせ
要約筆記ボランティア入門講座
　中途失聴・難聴者のコミュニケーションの方法として、話し言葉の要点をまとめ、リアルタイムで書いて伝え
る技術「要約筆記」を学びませんか。「要約筆記」が役立つ場面は、日常生活の中にたくさんあります。
●日　　時／平成28年2月6日、2月13日（土曜日）（全2回）13：30～16：00
●会　　場／山科総合福祉会館
●定　　員／30名　※定員になり次第、締切
●共　　催／京都市山科身体障害者福祉会館
●協　　力／ＮＰＯ法人京都市中途失聴・難聴者協会山科支部、京都市要約筆記サークル“かたつむり”（山科）
●申　　込／山科区ボランティアセンター　TEL.593-1294　FAX.594-0294

山
科
ユ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
２
０
１
５

　

ユ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
は
、
中
高
生
を
対
象
に
福
祉
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
へ
の
関
心
を
持
つ
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
、
夏
休
み
に
3

日
程
度
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
体
験
す
る
事
業
で
、
今
回
で
21
回

目
と
な
り
ま
す
。
山
科
区
内
の
児
童
・
高
齢
者
・
障
が
い
者
福
祉
施

設
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
に
協
力
い
た
だ
き
、
山
科
青
少
年
活

動
セ
ン
タ
ー
と
の
共
催
で
、
7
月
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
配
膳
等
の
作
業
の
補
助
を
通
じ
て
の
施
設

利
用
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
施
設
職
員
と
の
か
か
わ
り
の

中
か
ら
多
く
の
学
び
が
あ
り
、
福
祉
活
動
や
就
業
の
体
験
と
し
て
非

常
に
有
意
義
な
機
会
で
す
。

　

参
加
い
た
だ
い
た
中
高
生
か
ら
、「『
あ
り
が
と
う
』
や
『
が
ん
ば
っ

て
ね
』
と
言
わ
れ
た
の
が
嬉
し
か
っ
た
」「
保
育
士
に
な
り
た
い
と
い

う
思
い
が
強
く
な
っ
た
」
等
の
声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

若
い
世
代
が
福
祉
に
関

心
を
持
ち
、
福
祉
の
仕
事

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

担
い
手
と
な
っ
て
、
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

力
の
一
つ
と
な
っ
て
ほ
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

毎
年
６
月
に
区
内
の
中

学
・
高
校
を
通
じ
て
参
加

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

区
外
の
学
校
に
通
学
さ
れ

て
い
る
方
は
区
社
協
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

山
科
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
連
絡
会

　

山
科
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
連
絡
会
は
区
内
で
活
動
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
構
成
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
間
で
の

情
報
交
換
や
、
区
社
協
と
協
働
し
て
研
修
や
イ
ベ
ン
ト
等
の
企
画
運

営
を
行
い
、
活
動
の
活
性
化
や
地
域
福
祉
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

今
年
度
の
研
修
は
、
区
内
で
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
参
加

を
呼
び
か
け
、
認
知
症
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
８
月
に

開
催
し
ま
し
た
。

　

区
内
で
活
動
さ
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
連
絡
会
へ

の
加
入
も
募
っ
て
い
ま
す
。

施設での体験

認知症あんしんサポーター養成講座
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平
成
27
年
１
月
〜

平
成
27
年
３
月

チ
ャ
リ
テ
ィ

Ｂ
Ｏ
Ｘ

　山科区社協法人設立20周
年に協賛いただきました。

■匿名様　 
　￥100,000円
　（平成27年2月25日）

■医療法人社団恵仁会様
　￥10,000円
　（平成27年3月12日）

赤い羽根共同募金に
ご協力ください

ご協力いただいた共同募金の多くは、社会福祉協議会を通じて、
山科区の住民全般の福祉活動や高齢者、障がい者、児童・青少年

のための福祉活動等に役立てられます。

共同募金配分金助成金交付説明会

共
同
募
金
配
分
金
に
よ
る
事
業
助
成
が
決

定
し
た
団
体
と
、
山
科
区
社
協
財
務
委
員
、

山
科
区
共
同
募
金
会
、
京
都
府
共
同
募
金
会

が
一
堂
に
会
し
、
共
同
募
金
の
全
国
的
な
動

き
や
現
状
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
る
と
と
も

に
、
助
成
金
の
使
途
の
透
明
化
を
図
る
こ
と

や
有
効
な
利
用
方
法
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と

を
目
的
に
、
平
成
27
年
７
月
28
日
に
開
催
し

ま
し
た
。

共
同
募
金
配
分
金
助
成
金
の
交
付
に
際
し

て
、
福
祉
施
設
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
福

祉
関
係
団
体
が
助
成
金
の
使
途
を
説
明
し
、

今
後
の
活
動
へ
の
支
援
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。

助成金の使途を説明

山科区社会福祉協議会 平成26年度 決算報告

支出合計
76,390,476円

区社協会務運営事業
18,402,645円

セーフティネット事業
18,695,115円

区ボランティアセンター事業
3,410,448円

生活支援事業
7,000,000円

地域支援事業
17,142,800円

健康すこやか学級事業
4,834,721円

共同募金配分金事業
6,904,747円

収入合計
76,390,476円

会費収入
13,813,250円

補助金
28,948,701円

受託金
24,348,721円

その他
9,279,804円


